
３条（収益的収入及び支出） (単位：千円）

予　算　額 予　算　額

1 営 業 収 益 116,860 1 営 業 費 用 239,120

2 営 業 外 収 益 146,920 2 営 業 外 費 用 24,040

3 特 別 利 益 20 3 特 別 損 失 40

4 予 備 費 600

263,800 支　出　合　計 263,800

４条（資本的収入及び支出）

予　算　額 予　算　額

1 企 業 債 67,600 1 建 設 改 良 費 59,900

2 負 担 金 6,970 2 償 還 金 74,180

3 分 担 金 2,090

4 補 助 金 28,730

105,390 支　出　合　計 134,080

令 和 ２ 年 度 下  水  道  事  業  会  計 当 初 予 算 額 

収　入　合　計

収　　　　入 支　　　　出

収　入　合　計

収　　　　入 支　　　　出
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令和２年度坂祝町下水道事業会計予算概要書 

 

 令和 2年度坂祝町下水道事業会計予算について、概要は次のとおりです。 

 

収益的収入及び支出（3 条予算）について、収益的収入の主なものとしては、

「営業収益／下水道使用料」の下水道使用料 116,727千円、「営業外収益／他会

計補助金」の他会計補助金 83,727千円となります。 

収益的支出の主なものとしては、「営業費用／各処理場費（農集）」の委託料

26,018 千円（維持管理料、汚泥引抜料、水質検査料等）、「営業費用／業務費」

の委託料 2,728千円（料金徴収料、コンビニ収納対応業務、会計システムサーバ

ー仮想環境移行業務）、「営業費用／総係費」の人件費（給料、手当、法定福利費

等）25,574 千円（3 名分）、「営業費用／木曽川右岸流域下水道維持管理負担金

（公共）」の 49,036千円、「営業費用／減価償却費」の有形固定資産減価償却費

105,225千円（各種資産減価償却費）及び無形固定資産減価償却費（公共）7,448

千円（施設利用権減価償却費）、「営業外費用／支払利息」の企業債利息 15,580

千円、「営業外費用／消費税及び地方消費税」の 8,434千円（支払消費税）とな

ります。 

なお、令和 2 年度の新規事業として公共下水道事業、農業集落排水事業とも

に使用料金納入窓口の拡大を目的として、コンビニ収納対応業務の実施を行い

ます。 

 

資本的収支予算（4条予算）について、資本的収入としては、「企業債」の 67,600

千円、「下水道受益者負担金（公共）」の 6,800千円、「工事分担金（農集）」の 800

千円、「加入負担金（農集）」の 1,290千円、「国庫補助金（農集）」11,000千円、

「他会計補助金」の 17,730千円となります。 

資本的支出については、「建設改良費／事務費（農集）」11,000 千円（集落排

水各処理場（黒岩処理場除く）の機能診断及び最適化構想策定業務）、「建設改良

費／管渠施設費」の工事請負費 31,147千円（本管布設工事、公共桝及び取付管

新設工事費、遠隔監視システム更新工事）、「建設改良費／処理場施設費」の工事

請負費 4,950 千円（遠隔監視システム更新工事）、「建設改良費／木曽川右岸流

域下水道建設負担金（公共）」の 10,935千円、「償還金／企業債償還金」の 74,180

千円（企業債元金の償還金）となります。 

なお、令和 2 年度の新規事業として農業集落排水事業においては機能診断及

び最適化構想策定業務。また、公共下水道事業、農業集落排水事業ともに遠隔監

視システムクラウド更新工事を行います 


